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growth factor (NGF)は基底層に沿って発現し、成熟神経マーカーである Olfactory marker protein 
(OMP)が嗅上皮神経全体に見出された。また in situ hybridizationによる検討では、OMPが同























された。RNA結合タンパクからは N-methyl-D-aspartic acid (NMDA)受容体に関与する RNA結



















































共通かつ同方向へ発現変動を示した 310 遺伝子中パスウェイ解析により 243 遺伝子が直接
ユビキチン C (UBC)と関連し、高い共通性を持つことが明らかとなり、神経組織における一
定の変化を末梢組織にて検出することができ、バイオマーカーとなる可能性を明らかにし
た。本研究を通して、死後脳に代わる生検組織として嗅上皮神経組織を用いることの合理
性を確立し、また、神経組織と共通した変化を末梢組織でも検出できることを示し、バイ
オマーカーとして用いることが可能であることを明らかにした。以上の結果は、多神田勝
規が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。
したがって，多神田勝規提出の論文は，博士（生命科学）の博士論文として合格と認める。 
 
